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グロマツの近親交関Gにおける球・タネ

および 木の さ主 か

)!I 

Mikio SA I1 υ ， J¥tI�tsuo IWAKAwA 乱nd l¥;lﾎsao \VATANAl品 Effect日 of lnbr恒三ding

on Cone, S忠告d. and SeedUng Yield日 �.n P�us thu持bergii PARL 

安 ~; ;と殺のj史/干そあらわれ近う，;_':係数 F の和!:が 0 ， lL 12,;, 0.250 ‘ 0 ， 623 および 0.7[，0 となる

ような)~.系 1父1\[;，平きょうだいrm;交配，会長ょうだし!日Jうど尚'. J'I'，引き J う /fL111うと!王子;tî J: づ，)

イになどの交況をタ Y 【?ツで ない，にま;j，の j玄がJれPc，タネおよびj\'川、のゼさかたに，';"9)ζ うはぷ

終があるかをしらべt~o

ンf;のできかたは，訂、 ω 工作がおまるにしたがい，すなわら， :~1交係段、の止も忽つ七11，&ノJ>

しだろとのか少は*}i;n~ ，:1刊日 II事司とあたりの先J人数の出店少によ 6 ものである。

なお~ l}求J長あたりの々五日〕総数 1 _}.'三百栄子〉十および成了ト:などはぼうど係数とのよ!!rViが向くなか♂
み，

これらのから， 涼のミ阪で{j:， i京月、と弁〈たねができると台 VH，ム，::，1 勺てf五

%をうけるが，交す〈約となった0:の発がやWi ~_Yì 0) 口二(:j:，江l:$P. 0) lìt{ì に J:勺~二とくべつ大きな白7

1存在?うけるとと }jl t.r いと労えてよえそうとあるつ

l主 じ め

31 ノ Hì

，1*;'三ぷ〕近続交問 iこっし、で{むいままでにも数名< Mí'jY されているが，とれふの{リト71「、のほとんどは町立

の /\Zからみれノ tJ1tlね皮の ， n:蕊の !ii;]1判f おける 1'[ 言、交:伐につし、てである，その対象羽的としては ， Pinus2) 

PicealO�l ).1.4! むよび Larix21 ! などのむくのやF カ5とりあlてすeudotsuga1 )16)19127! ラ"-/))7) 8、~} � l;'P16)V )22 '.1--26)28)29):10) , 

lずら 11ている。

しかし， との[l j立受粉よりも :llJ: ';$YU交の低い近親父 たとえば.~-......_主..うだしも FU':ど !'11じ 9 )12)幼 し交

件1[9)却)2-1)， .'t主主ょう?:し、!日j うと蛇J1~D21:)など， また， 1-:d[2の I~] !i，ご交紛よりもさらに辺:i'lU立の品、交じた

と ;7:_.l ま， CI;;i"[� うだし \n\j~(:内ê!n および(j見 21'-t 9 :112 )却 号た れ以 j' 三 6[:: などにつL 、て iふまだあ

まり七月号t: 芯れていない。

、、. .、品

、ミレコ十、， これらぺヰJのよおとえ[1)己が liij !l !j iごとりお vっかわ ~l;!"ごや1Hまなく，ゾ<'i\li分のンベベ lこ勺し、てなわれ

た湯冷でも，れ rt1 ü'J IζI 分止いえないがjが多い。

Xft~}' ム iまアカマヴとクロマツの雑{Jl\ F 1 fiii� JvVCfを t:.i;i，として，、!勺てようだ L 、!i'， j ，全長 J うどし、!!日じり交おい

fペし交配および、 fl 硝の以後八よiJ!の;E級交況を IJ't::: い， )互交%紋 ;主将'11付 ωflUi:の本(/)相い，jì窓位、了俳

プ八J~jj立の投ljbき伝子から rli斗:したìl{íf'キ引のi1rl たにともなう後;日代の限努化の溜!定， ip!f刊の分i事し々一れらの

!i\Jの交 Ik~ f0:ttノちり~:しらべることな目的として， 1951 年よりは!致事 UiJff，(ìし t~. c 

この試投の白書[;であるクロマツについての，…;，uの級交院におけるJ"I(京やタネのできかた

1.9731:']ベ2. }jl<l F~ 正W!

(1) (2) 1;j*+;';l; (:3) Y1L じJ本:イミ寸焼
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また， ijFi イ\のできかたなどについて穀令するの

この試験，;I-[!!líは岩;川が立案し) :9~妃 1<]:材士、 i のイ'1' /1 \1ま渡辺が行な 1J '1)交配タネの ，J，lFft ， f:i' Wrならびに資料

のとりまとめは斎藤が行なコ fこ。

本試験の交配の尖行 lま，林業以i検主 j L 関耳i 林太肖 1点>>誌が共同してすすめた。 196;) イドから 1968 /;ドにわた

iさ伝夜桜iAj 4 iiífタ:三戸る交況は主として~ :，J.:!WJj'~ それぞれの掌にあった話j本敬三校'[\ (lJ~".j.ポ i引 y-) ~ 

在日以儲勝:'lJミ IJ[本 TT)(技ならびに涜とよ勺て実行さ'I~" 技'(γ3 遺伝了?筏!t) 3 fl耳目ft:~~-，fえ1;'0そj乙;r!::)!菜

れた。立た， I潟京J本木ff磁場の際代以fnl;j~UJi:~ならびに l良部校職誌の方々の絶えな協ノJをいただし、た。 長

lvJにわたる交配の{f次ヨ !'TIflj と実行は ， t. 1'1. :)多くの:Ji 々 ìC(.Lつてなされたものであるの記しであっくおt-L

fjl し f'.げるの

Table L クロマツの近親交~_r1l:! ~ j!i-l系交況における

Con巴p 自己記d and seedling yiεlds ， ii.nd germinabi1ity ﾍll different 
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リr~t:~~~ タホ ::bJ:，び tti不;の:ござかた. 3('{ )11 ・波辺〉グロマツの;LdtJ 交配におけ

材料と方法rr 

;) l.h' た p ク U7'/ X ク仁J ""7ツ災 FJ必之内ミショウの々:今ょう T三い、;ノ fτJ うだし、二会Jご

引き r うだい γ11のなど必:J:; ï す之〉 7の交.~t) .]ii 'f(.ミと C));どPf[およ、びミショウ]~'f 0) 〆;l:xM()) t!!jil!i2 代，

I.,i. "-;;.) (. めにはー!日I.t 〆でー つぎのようだ交~:il:~H}材料任つくること条件

iì'òき J、うだし、交配。‘ 'J"\ !'J liJJU\j うど問、;十て上るミショウ

半きょうだい日I;J交配…。 LHi::， l の r:J 悩と J1来日々交配fとよるミショウ Ji'[2. 

1. (}).)、ふHた粉f(:1~の fi ぷ l'ì (Cよらミシ:J l) TF( (:1 ij)( 缶ょうだい内己および (1 2 代

ノペ

3ぜ

1日'" ". Li1[2 1 (})flhj)."M 異なる民r.~}tll，f l.;ld ~~~同:っこに乙ミシ i 1;) ".l洋弁z

?ま.!.ll ， タゑ，行不ので当 iJ~. たお 1: び玲 ly

intensities of inbreeding，註nd in outcrOS:i in Pinus thunber[crii 
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これら交i'id社材料作品のための交配のうち， 前記 l の呉FttMIl\l交 ~i(を話:くその他の交配では，総合→士

数，またはィ数で実 iJ ♂才した。また 4 の呉系交配与を ;0 くすべての交配ミショウ i別立， 1 の WßHAJ:m交

lltf!20) "!J'ザ見のいずれえぺζ ッ室の関係がある c

としてのミショウ鮮は，繰り返しの怠味で 2 ミショウ砕をつくったの

;こ:れら丘の〉交?陀H氾己:立 1951 ;年1ド企 lにこ i七吋u川松樹j の;所汚d伝4;地向である 4

年;にと乙P 凶 L滋巳林試f檎伝[内j句':l r治子T引h 畑:にと:玄主 iききつけを行なしい、， 美前後， 19.57 年に茨城県ボノバ ilï , 関系村、木脊磁場構f1に

ど市{() 1!i~下子がつづけられJた。以上Aプメゴミ配[リ材料の('1'史的であ品。

本試験())交配(:t，これらの母材料が開花年 lと速した [963 {fのJト{ご実行した。 しかし， 交関己主[1介ぜ数が

多tえのため， この 1 年で全交配を終了することはできなかった， 1963 慌に交i収不実行の交配沼および予

定数 td のタオーがねられなか.-)たものについては， 196'7 'if と 1968 J，ド!と交配;;t nない補泌したハ

本試験でフコ f した交配布{と近交係数との関係(土， "FN己のとおりである。

交配 ltJ_ )!S ;~;こな名数

5'~系交西日 。

:~~'えきょうだいrI\J :交配 O‘ 125 

会きょうす九、間交配 0.250 

f!州きょうだし、 n日交関己 0.625 

f1引 2 代。‘7.50

とれら.)ïJ!の交抗日立 2 ミショウ ln~ /ごっし、て 1J なった。とのうち[ミショウ併については供試ア定木!と

ttítl~や花子のーつかないものなどがよ1:じたことから，災系との交lit.' (立不災1I1，こ終わったり

2 ミショウれのお交配!\f{ の交îF2.k:伐 HJ された母樹数〆&:ìよび花粉税î.x~ ~交配給イT~ヤ滋などは TabJ日 1 !ご

ノJえしたとおりである c

交配 fリ樹紋および花粉q鳥時主 l土 1 交 f-~-~ }ì~'j.で最低 3 似体以 Lh;伎泊されるよう計WJjされた ο

また， 5'1'0系交自己や半きょうだい{!日交配のように，災系として，また'!主き上うだいとしての系統がある場

イラには，銭il:l; 3 系統以 1..，会系統とも交自己 f]:.fjj数および花粉級数がそれぞれ 3 似体刀、 i二の使用が計nl\ìされ

た。 奥系交配では諸般のつごうにより 1 系統だけが使用された。しかし，充実i~ìt 在、生涼したほ樹数や It

粉税数はそれぞれ 3 倒{本以 Lである。こ は予 で lまこれ

らの段低級を満足したが 2 ミショワ詳の会交配裂のうちのただ 1 つ) IT-l のミショウ携の fυれきょう

?ごい im交況では， 11正樹か九球*が産されなかったり

なお 2 ミュノ河ウ丹、(のそれぞれにおける，各交配引のJU t),[ ;'5 Ij ;，王妃 Hl('ìせのネ;iJ](ま Table 2, 3 に〉ょした

とおりである c

授かけ， 花粉の採f~ ， :'叉二，告粉}の万 j法去(は土つぎのとネふおコゴ、りで当あうる ο 企袋ミかけ;は立む玄主だ花粉が升飛日んでいない 4 月 i→二γA

i中1ドi イ勾u;にこ i白:1 色5袋を(げ(J 色 /'f一チメント紙と也ロノハ\ン紙tにこよる 2 iロB: 袋) 18 X 40cm) をつかづて行なったn そ

して，ー花粉がJI告は!なくなった 5 月ド也l~6 n J-.tjJに袋与をとりラそのまま汝慨した υ 花粉は íl~約底的のj，:f!::/Ë

}lì:与を伐からつみとり量 三ミ[勾で i 分 lこ 1m 附与をと，ったおJS (í') tで1m約させ採集した。 また， うどfltêl，二;士 j糸川とし

セ， 1 I,FIi\l4"C (貯 1波 !.WI) でデシケータ呼1;.こ保存した :!t本?を{史HJ し?と o .乏粉は!t!í;/tのりんJc'i の[i'l M~がト分

にかJ l 、たときそ適}羽とし，とのおJI1\HC 21弘花粉銃をHJいて行なっ l:c

r の試験のために用いた縫 :t数， 球県数， タネの務(および光実11;i 数は 1、able 1 ((ノï~ したとおりであ
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1、able 3，クロマツの近親交自己および J~t，系交 ['1己 lと

Cross conbínation日 of tcsted trecs in inbreeding 
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F , 8 

F , S 

r]') S2 : f::l Y約一 2 1'1~， Selfing of selfed progcl1Îes, 

F. S 

82 

liS2  

F , S; 1'1 品 i[[きょうだいおj交配 Full.~'sìb cross between self凹i progen冾s. 

F 会きょうだい間交際 Full~'sib cross“ 

H 、1'.3'ょう t~.い rm 3主自己 Halふsib cross. 

。，j'{系交配 Outcross.

'1'21 X '1'44 

b、 Y 
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F F F F 

子 F、 F 

F F 

るわ }c;たキよは車(X 線写真iζょっと判定し，まきつけWIùi] まで 4ひじのお，JI':~}j1i内のデシケータ ~-p ~(コT-{践し

ナゅ
4 い。

まさつりには充実絞のみをつかい. 1970 4.1j 16" ， 21 況の 1m iこ，ロ京休業試験i41持 i)l i'l'i;主B にまきつけ

.C'  

ハザ。

まきつけ防、;こは悩 1 m，返さほぽ 7m のt5Zわく寸~'Wl ハたぼを 34ぇ使用し， ヒ主義的存および EHJC 散，

施肥などの後 lこ築地を行なった ιl 各氏分のタネは予 31司くり返し，ランダムf:qè.'~きとした ο
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を{ノた)!! ir.l'会 nj ，~、!日三:- 2 へ 3ml引に γみるとした戸 穏やこ{た

9" ，(i i床 1I日"〆しふ;t ， }\~:Xsでそよしずで桜っ/三。よしずは光子のえ、松戸i の成長;二忍い影響長与

える以前 iごとり|説、いた f

数は:iii52J弘;こ持視察，記録したっ終 f!1告には，ネムイ のものにつし、では史探ばタネがまきつけ

されていた幻 i どうかJ壬日与に米:足立の!京国会 FMベブごっ
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支は必要に応じてよiìl}lおよびMLV~i':~.必査;;J:.{j ない，その仇[設と!五Q t::!:çlを記録した。桜切;fl》ノJ\ぬおよび

ノhmM却による く ~~:'ir，sで"忍められ，ま九 8 汀上旬以降には A部， BHC の議容と半Ijだされた， Jm 

ぎわ ii;巨がコブ状 lこ巴jくしたがn忍めら才したが， これら らは除外した。

Tabl日 1 ~C;j~、した， 2 ミシ.，ウ 't:.Y の各交関l~!.t~ 別の!t1i{t数 ， i.ぷ4(数，タネの数ララピj~枚数，まきつけ数，

発茶室/{およひ>Jll<: g8"~本数字ン誌にして，交f明L'.年度を考 iをせず 2 ミシぉウ併の守交1Ftユ11叩!J i2:，つぎのようなH~

rらすなわち，結県本 1 対来あたりのタ才、の数， 1 I五月ミあたの光ブ(t.\r'お(， yj己実l.~;;'.， XtriE tJf_ 5J二本および

fぷ tfcy;釈をj辛口1 し/こ。

さらに， ζ れらをなにして， 1 itiíltあたりの I'，'f ;'� ),d';ý (結決ギ X 1 球込あたりのタネの主主×充実存 x J;i'!;

i[js:!j ネ×足立的;ヰつをすr:{l}した。

また，これらの各J[; 1':'tを従Jl~$~数とし， :1，[交係数を独jJ~亥:放とした悼式そ求めた υ

Uil Yrf，式の計算~ \'とは:各交配ごとの名、JIYEi の、r; .l~]続長 F泣い 2 ~ショウ ll'fのそれぞれと‘ji.tリ訴を込みにし

た:3 jlJ について式会求めた。

取結果と考察

1.結果議

i給世詰;ρJ架l弘や:シ4

み;にこした 3 皆とと-も 1;匂"，、IJ い栴段閲!が"泌ぷめられfたこ n

王子J

~ 

J口

20 

1 口

ι 守わ，l. b キ [:j ß!Jí~~>ß:-- 0 ゾ7 'J. 

l>~ l':" d ;，;tα 打
ι 朝千五数じ')焚

j-c"'6n. '.1:'-1-Ò? .3恥警告、数 0 ， 9:l州

OL..._ •. :l-ーー__..L__一一
0.0口o 0.115 0.2.50 0.62っ白 150

近ま:無数 Inbr毛 edin誌に吋ff 山臼江

持:八"':!L後iþ 55討で、 n :r室。 Significant at 5% level. 
林: lrlι淡率 1% でr白夜。 Signìfícant a t 1労 leve1.

Fig. 1 結果ヰtと近交併、1J: との関係

Regressions of cone yi巴ld percentage 

over inbreeding coefficienL 

2 ミショ I'JWI 与を込みにした[iJl 帰によれ

ば，興系:うと th:、では供試した iW花の約 62;';)

のf，j(ょにが， また， )ほ交係数が 0.750 となる

ような!Ii綴皮の高い nWI2 代では，供試し

た ilÜ{tの約 17% の球栄が，それぞれ採集

できた。この交叩UJQ)結果率しつ);はがJ

45巧と大きく， )立交係主主 0.1 の %1力íl;ζ対し

て1占栄ネは約 G.'写減少した。

BlNGHAM2 ) は Pinus mOHticola の 221ナ樹

で自家交粉と{也家受粉を fj'-;; った結果p そ

れぞれの給染率は n7タぷと7L 8:?6 で;土が

なか _...，f_こ。また， SQCl LtACR出〉らは Pim 雪

elliottii var. clliottii で 11}l{; 花粉;を令むきf=

系との交自己;とJと駁して，半きょうだい間父

自己，民し交配，さなきょうだし、!f\]交自己および

[1 交交粉など、で~i ~，Ji Jf~ ?~~Ç f;こヌi がなかったと

持 1':~'i" Lて 1，、る n

しかし，クロマツ p アカマツの tl 交交粉

では自然:乏粉や ft~家支;粉 lこ 11::絞レて，平 f'j

ではフミきな返し、がなかったという報告16 )17j 



クロマツ心ìJiÃ品交況にお る i主 ~j タネおよびノドのできかた(溺必 2 !((-.J! 1 ..淡辺 j 39 

やfIぷ12 紛の結ヨミ本 if.低い治111込になった I十ι17jS 〕 00〉などがある

J�nl" rまれ法乏{j}をしたときのhR渋のでき})、たしおなじ泌内で{也次受粉をしたときよりもクロマツで

約 12:0，アカマツで約 37;ぢ 111: <なったとし s コ c

本試験の結肢は Pinus monlico/'α や Pinus elliotti� var. elliolti� ，日立しないが) !/ rコ γ ツやアカ

マツ[ノ);.f、休ら 7) ， l券 111 6 ) ，立jJi ら 3ü .l υ)X4i:設とは jIJ:約交問;で;ま結 i~，~~f~ が{I\;Fするという /~l"(:: ヲ父、~/こっ

なお， 本 ~~'A![~免 (Jf ま， (1 'f/七三)倍Jé': 二tii^していないが、チ此から捻J仁ヲると，

よりも約 48匁(尽く， )j存 Uj のク口 γ ツでのキ込よりもほドずる間合はさらに/(きか勺たc'

Pinus monlico!a や Pìnus elliott劦 var. e!lio!tii でのお{;IR と，本試験の抗日以とは大きなj主主いがあるが，

ζ オしは Jゴそらく~ ,1]']" l.'.E (}) iWi し 1 によるものと }~t ;l.

2. H求梁あたりのタネの数

1 主交;，もたりのタネの放の .ìir 交{系紋 Jとメj "~ろ1" .1 先日そ， 2 シォウ併比)それぞれ]二 !I記 者~:.， 36 みにして

I�'ig. 2 1.と iJえした 1 ミショウ];五についどの相関係書~(ま --0 ， 91 ときわ ゆら [l U:]I~の少ない関係か

らか， *Jêii!' ú'j にはイi怠 も有，むとはなく， !:jJ二の給与Up ら， アバ、
Mノノ

こぺいてはjI王交(!]id訟の五三校;/)むちるとはが論ずることがで告なかった。

1 J求 !Rあたりのタネの数!とついてはs アカマ ï ， クロマツ B) で \1.'ぷ公のときに少なくなるととが多い

といっ被告と，久村山iotsuga1 ) C}) LI 友会;紛で;む;メア史料‘とシイブそ~)}日fドしな V'， ときのあ〔は，対 HHと交わら

なし s という F同行などbtあるコ

1 hR !;j~あたりのタネの 1111.カ去JDずるという ζ と{ふ勝L! i引がJSJi:<:jしどいるように〉 シイナほどキli氏が:íê

:::しだい芳タホの 11完封、の .l うなものが多くなるということであるつ

その i)lH刈として巧Aえられている:ン似品目の羽己的f*の iJiìtみについては， マツ似の毛fU 日_].;;:( ;~;tt 13) ~'コ Pi況も~S

sylvestris4) ;f五よ r} Pseudolsug(19) しつ

日夜叉tlでもおこることが十七されて

いるわ

3φ 1ìま泉あ fこりの充実絞数

1 ぷ栄あたりのj己主設の，-;li交係数

lご対する [:;11\設は Fig ， 3 ~':)r~ したこお

りであり. 2 ミショウ R'f: o) それぞオしと

1:1以i干を込みにし允 3 苛とも杭11潟 1)j\!iiZ[J. 

心it 、カ); 2 ミショウ IH'の相I'Rlは rf窓で

はなかったっレかl_..， '(iF匇 i:iZ::みにし

fニ社H支1では(i1\\であった。

!日l婦によれば之とと係数 O. 1 のW!1JII に

文:_jして， 1 球 '1~あたりの541史投 1タ l士約

1. 5 t;t O) 減!);をきたした。

近郊~:;ミ~i2任すると 1 球えとあたりの光

立が減少するこいうことは， 1ヌ1!ZUS

立川 )7)8:>16 )17J 2長 )25)30) や Pseudotsuga1l ~s. 

Ii-! >:-:.べぇ 羽目訳。?オ

COIド、γ 叫山Î'κ山ぐ引〆t
工 ;.24 γ よ托61陀寺l{;=添掠 υ)，<1.1

Ig問点数一0.6'1

υ6?~、 パ?ー〈
1メ、

F竑. 2 1 J来栄あたりのタ夕、のを立と混交係数との関係

Regrでssions of nurnber of seecl (empty and full) 

per cone 0"1巴r inbr己eding co日 ffìcienL



40 ，!;i，:主試験 iMfî汁5づ長 irJ

;うn-

LLJ 

主 13.5が97 柏町制 0.90
CorrE.4由加印dficìent

~ÎÌ~.. 'i2.6xt18.7 給館前数ー()、8?
そd下八

一 件、"ハ fW顎派主~-().85 決 M

心 O,7S0 
口、お

制;危険率 1% でti 必.， Signif兤ant 3t 1% level曜

Fig.:3 1 J求栄あたりのjじ尖校数と辺交係数との凶係
Regressions of number of full seεd pcr cone 
over inbreed�g coeffici日n1.

K 危険ネ 5% で Significant at 5% leveL 
料 白ド党本 ]96 -c おぷ。 Significant at 1% level 

Fig、.4 充実本と .ìl:L '5と係放との'Y，]係
J{C" iSγ おりf pむrccnb::g巴 of fl1l1 seed over 
i 口breedìγ，g C(l(';fficienl 

O}50 

!15 255 Yj 

どで多くの報告がみるく

本試験の結).R ~まコピた粒 9t~が減少するとい

う点... C¥ これらのf司会とマ一致した" 1]去三

粉での 1 沫弘主あたりの3'C0~粒数はク 1-:1 -::/' j 

で 20. 7 t ,1,16), 16.2 13.9 ji,ì:8l, 12.6 

t{i~2;j日アカマツで 14-~.16 対 17í( 4 か年の年

J欠ごとの'/，YrC) , 7. 1 *~80) ， 4‘ 9 絞8) ， 3.5 

中古田)などであり，また ， Pinus monticola 

ではúll家公紛の 50;'0 だ勺大ことが知られ

ている。本試験ではお:手二三 1'5}は尖 15 してし、

なし、が， ~主l滞から捻Lじすれば， 自家支'ì告?の

1 球よあたりの充実絞は 1 1. 5 牧(奥系交

1~lL: O_)約 605lのとなる ι したがって， l 球史

あたりの先主弘吉えはクロマツとしては少な

いほうであった U また減少の程度は Pinus

前出zticola fま法一致 L た。

)、ごみ γ 仏、, "母Ul L l.ACE カ; Pinus elliotiii 

var. elliott� '.:: 4' きょうだい日hと配， )えし

交配， CJ'亥l受粉などを行ない， J5交 í;手数O. 1 

の Ìj'刊日 Jと立すして， 1 球*あたりのブ'cJ~*ムLが

5 減少したという{場合1 よりは，減少ヰ均一:

ノj\ さかった c

Pinus elliott劦 var. ellioti劦 0)私.~i Q~ と

殺しないりは制強による速いかもしれな

4 設玄
~I.，. :だ み禁

し、ろいろな交lNê?~で vときたタネの f工か

;こ，じ)~絞がどの:f!tiIYt<?;まれているか，ま

た， 長支配制!?j ピム工いがあるかどうかをふ Ifý{

討した。

'，'--対する iιlj-!';';Îll Fig‘ 4 

lこぶしたとおりであり， 2 ミショウ In:のそ

れぞれと， I山j訟を iらプト/こした 3 (í'とも本111']司

{ふ紋[まき i'") 鑄 -[ /<)j l~ ì が， l ミショウ右手では

11 Ul 皮の少ない問 {~j~j)\ らか，(f訟ではなかったじ{也の I ミシ己ウ持主 u"リ任辺、みにしたね犯はともにギT31t

v之古3 ヮト，.、

婦によれば) '.ÌLrうど係欽 0.1 の iri)JiI !こ対レピ，光Lピネ;主主 4対減少し/こ ç.



ク口マツ父尚子 く J奈良、 タネ にこれので -:;vかた・ l!¥ ...、"、
/t! v と土/ ,\1 

J!L111欠こよす， "<C~'/l".iミネイλ 減少 d るとしミよかげ !:\ING ら ln ' の Pιea gl仰は Tn てのじ交交紛~::

の針決干ノー ORR'Ew lN C 2U ) しつ I}s(引どlotsuga 仼 2 むの 玄人て多 クロマツ ';)S J1i，ì)加，ア力マツγ)8)17) 130)

ジ)家之おγCcD結果などがあ~) 7)ら 3 ゴー:')cc本がシす f し、う点、で(;~， 寸火 Lノ/:，

ド I ぷ，}~お?でじっコじ人;ヰ工クロマツで 699ó'30 ì ~ 44 ， 85ぢ HI; ブノJ て(' ';ノ 42 ，?6 3(/) 、 39形17) どである乙1-;:，1 );11

られてし=る。こ3 に， Jト :U 6:γ ヵマい グロマツじり刊誌と芝必で，ほ本サとめるとッウ>í 支えでも沢完

本はあ:t 支えわ な I~， 'j ,L )~， l' ニト， ア
いも l川 〆 ~ , また，の光j二4:いはゲロ~..;， \:./つ-> 39へ 89)6~ ア tJ マツで 0

、 GfiSがであったという、 た忠実では(J jb(ゴγ にだけしていないカ~ 竺 "、十.，fr: ...-~ ;: -ブ"，，;吋ん
つノノ I.~. 、 P

lλ1 '::;\~.、"， '.k\..--r\ゴ、 '1'
、:"-}...::-.'えレ3ν、ノ)!戸￡

ネ (J 52% とな ~ Ijj}! 日のクロマ、ソの jJIL ブじだ弓;0) ;まぼづ、し土 cノ

~)， 真蕊発5手議E

まさっけしたタネ(，t ， '1'大 X':j(勾 ζJ~ ") 

ら u したがって，此た県十三である〈

l:~ノれ!伺〕

ミ!主主tにたJ する告は Fíg. 5 

込みにした 3 おに もギ」三:、でねなかっ允。この

"，会キ -..þ 、!，.} 〆
Jいノ、'，/ '- ノョ、 / 

、ノ 、 一一 ばのとおけ【なじら

:it!J )_. J 主
泣仁王'...\七)， 、 J した :fCJ~ ,j:j, 0) 90旬以 l-~C:) ヴ正力、

:ノアことおりであり P 2 ミシーウ JiY のそオし_'.--れと舎 I，!i)

L 
~) ~ ゲの〆にJ 川、ではふだくの影がある

企く Ittめら 4 "0なか'(こく したが J て， jLí*ti，ジこ百"のどりコようなうど什コタ夕、であろうとも， fl日、，~戸!日:子!がJt

:Jiし 、九九
ω 一、〕 ，行、!jのでとく代つ心的よそうけると九 子一、，.-. ブ ν 、.;; /~. "':', "，--::'イN アl_; 'j( バ v 〆ぃ、口、し当 日ぃ ) (;，し?)

;応 1+]3) (土ゲワマ/， アナj マツj)日五三紛でで六!: jとだ京げのずヰく:ふ l'然で さ fニフ長，;;:(J) -'i:と

仁川し s くりか低い d.... ~)だ」似してし\る{

rこ、 i'i ';与:叉粉!.~~ )，仁川一i 然去粉やイ也記紛のタヰよ'(!と不治;プJ'i似し、 U 、ついIIJ が? f)inus rnonl�ofa'J� 

3123)ξ?次 W:j ，j，せ:~~れてし、る

C::",., r , .0 f'" :-' 21: ~ iJ ずが)'， ::J Qじ lLLACE L:; 1'i1lU5 clliottii va:τ . el劦i�tii バト::Ií}を :~t?Yê.系との父犯および、ν -t-:: ..:う

だし、支 jffìi.: ，
、川、/、

ι 円 :T う?とし、

! アト、 1 J，、

CI'家三扮などをねな rへよ=t¥ Sk~ ミ(糸紋 0.1 の JÜ)jfl[:CX]' し

どネカ~ 5~?ó 少した<.._.. l__.' '-... '< '/.~.) 0 にノ八ノ， SQ \J tL L\ CE らはその訪山のなかで乱JJI.告はは己去に

h な t， .~ ~ シイナ/午ド，

1'scudotsugα の日j;ぶ'λ粉の二;;è ，'hr~，主〈

fl よ ìj) のそ Æ-l とほどtHJ l: JS づ J

と泌 il; してし\今 v 本試験の部

Ol<F. ^E恥VJNG 心

iま(支ノ7と

1'scdo.!前:1菖品
♂、

vノ γ

;~r_r， t乃しも<ノ) )'虻作で lL j乙')fN，

だけにん:づかない f シイオも会む)

èj<"卒、 (;JÆj)i~iδ れている 1込什があるく、

lこ ω _.c-.，たように， iii~<と(系放の 113 ノUI':にこ

もない fi')!'ド;ま1L\;Fする L シ J ナ(/)イT

;なや}ので，七之のノ\

ミをくなるような jLc -mt~~ 交即日ほとョ シイナ

?J"_::-<~ む割合がノにきくはる r L ア、マ 1J~ コ

(7) ~>f. •• ~ いこと在約fお てし、 二t: -;-伊
φ ，. ,_, 。RR-EW-JNG18 ; ~土

Fíg~ 5ι り:ヰ:と;Ì[[ ;<_ii[， ix との 551系

RegrεssíOl1S of germin8tion pcrccnt ()f full seι~d 

over inbreeding coefficienl:. 
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て，Æ;:手y'íii止のタネをまきつけれ i J.， )ïi交 1?;訟の:lj)J1JII iこともなって，ダさ;;亡、半iの{低下する子i:Ù-{?は当然大きくな

る。

14 キ(;， c..れに総選が)Jfjわると，総選のj交点、;とより発 .q' i撃は変化する。また，

一様'fÍ:Eのない溺合には，判定に混乱が!:tずることにもなる。

SNYDEI，261 は Pinus elliottii var. elliottii で自家交粉を行ない，タネのダ志子$(立タ f、のとれやずい 8 iヨ

樹-((立、VYJ 64% ， タネのとれにくい 24 i手出で、ド均 49% であり， フIj， J点街ifくは約者で平均 8296) 炎{í

では三F~~J 89% であったという。そして，この結果から，タネのとれにくい母校Jのタネ lご合まれている致

では大きく働くが，その後の::1了25iと与える影響はノ少ない ζ とを〆J~すものであろうと

のべている。ここでは，タネのすfjJ設につしγとはいi もふれていないので，もし，タ才、のとれにくいほ必M、ら

のタネ lとはシイナが多く合まれていたとするならば，先手の 11'.] 点で致;![i室伝子が{効くという SNYDER の推

論 iこは 9iÆnnがあるといえよう c

6 成日吉率

タ才、が発~W したあと， 1 とした。名交閉じ主I~ とも 90汚以J.の Jtt!~j々 が認め

られた。

る [rJ]Hl'l (土 Fig.6 iζ7J" したとおりであり 2 ミショウ t~.:. のそれそれと， iihj訴を

込みにした 3)jの t[j 閣はともに手3窓ではなか(た n

干j・意なが37ぷにならなかったのは， Jlur後の白木の~t:ú~ {ζ影響するような る fjl" ，ii\ f\l桟l

がきわめて少なかったためともぢえられる c

SNYDER26J は Pinus elliottii var, elliotlii のおば:叉紛の成 !_{îネは 88おであるのに対して) f~ 公受粉(厳

密な対日誌としては問題はあるが)では97%だったとのべているじ

しづ'hiごしても，マツた1 におりる江足首~~;-~ ，~と:k1ずる まり/にきくはないと思われる。

しかし，本試験では税治 1 本るたり ωlLí {îl!r\績を I:Jíj記のとおり， .1 分 lζ.f:j.えた JJj} 台のキ古巣である υ した

が勺て， →す:f"!2.l約な方法でまきつけされた場fT，もし，近親交配によって í'l'P九の{!む、ものの現われる頻

度がめいときには，成)1.4:数街疫の rt;Ij t 吋Li!，\どでは， f門店Jの {L1:いもののit存率が低下する 1J 能性もある。前

\)，1J口口 、 ).l?~l Q.ﾎ.50 

混交イ 1ぅ、

Fig. 6 成llîf率と j工交係紋との関係

R巳gressions of survival of on巴'year seedl匤gs over 

inbreeding coefficient , 

Î\::íO)分布， é'\木の成長などについては

別途，とりまにめて報告の予定である。

7, 1 j峰花あたりの成高等:数

H前!日あたりの成前本数lふ前夜iま

でにのべた諸jt~ j;lを総犯した指襟とし

ての 1 Jt， rittである。

1 山Ht:あたり j点的;本数O) :ìEUミ係数 lこ

対するi:(:)J帰は Fig町 7 !rオとしたとおり

であり 2 ミショウ却のそれぞれと?

ïiü} ;fHーを込みにした 3 おとも高L、将簡が

認めら十Lt，こ u

[口\.トwt /とよればュ平交係数 0.1 の南方11\と

対して， 1 l!f:j[あたりの!以前本数は
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1 ， 3 本減少した。

SNYDER26l Pi月us ell�ttii var. 

elt�tt劦 (7) 35 1{)1討でド1 ëj;:jえも?ベご.

Tこがj'I~L ， 80<?o のじ]:1ßI て、 1 はあた η1

本j)卜のこ[ノか~J .pr しなかったと述

J 、てし、

一十正式股のかり!fj 'i{' !ると， I'i \主

受粉で:主主江 4 本とえ仁')， Pinus el!ioil� 

var. el!iottがよりも本ーム験でのクロ γ

ツ 0) {まつ均庁イJ のでさか/::.ーノうtよし、ごと

1 ッ.- ，ベプ
¥' ~_. i ,;.. ..:.) () 

:j( t，こ) IhNGH!\M2l り J 主 })i河lIS mon. 

tìcola の日夜交粉υ)iW~、のできかた

¥1 ~ ，{(L;笈交手，}の約均千万であった去

してし 1 る c

ネ試絞では， 1' 1;ぶ;乏粉それなってい

ないが日!伶jJ ι ら jlÍi jr:. ，t ると， 52系交

Fil~(/) 約37%で (:b 1) ~ P ÙllfS 附onlitola

よりも， パ必式店主で νコグロマツ 0) i三う

�:l ~ ) f�. J?~ ~交こ対する f1jl_f fj<(/) で-i:0 石内j

{)がや~')ノj、さか》た〈

υ 
()/)打(、

交イよ手〈

。んi:" ，

本:匝:ぇ十 5郊で (J 必_0 S�nificant at :J% level. 
料; f~:倹、 1% で (j:l:';'" S�nificant at 1.% level. 

Fig. 7 1 あたりの成数と近交係紋との flU(系

Regressions ()f number of s日edliれg pcr fema� 

flow巴 r ()vcr inbrccxling cocfficient. 

IV むすび

クロマツ志位って近火{fr~ 1.1<~ F の 1ι立が 0，。‘ 125 ， 0, 250, 0.G25 , 0， 750 となるような呉系交的49 不全ょ

うだ 1，、之内L:，公会 h うだし、 im交問L'" ['1 きぷうだし、 I!\J交配 ， C1JV{ 2 f\~などの交丹シド j ない， -ìLï:親の tB:-(>

ヵ\foF以やタネので会かた，また， -'1<のできかだにどのような影待があるか在しむべた。

とのk>f+î'~~ ， ï!コ不のできかたは， ともなって減少した。ア心') jìル})~iJ求j誌のできかた， :t' 

r. (;'< 1 hP:I込あたりのJ三コジJ 放σ〉減ノj、によるものであるつ

;江151交l況にぶって 1 :i求決あたりの火災枚数が減少するというと~， (むいままでにもマツ郊を合む，多く

の+Mや'Ti で ~Il られてし、るところであ之〉ノト，球!立のて了き JJ'たは，アカ 7 ツやクロマツで (;í)f がないという織?与

と~ lhrJ.ノシしたという限イがあり，アカマツ，クロマツモぬいた的の lMぬではだがないという報告が多1: '0

なお，1f求~:~~あたりのタネの数， i)\.lと'f!:ij二本， 1)記\Yï本f，~ どは科交記がなかった。

以 l二のことか'~) , .--' .JJ! し1);:[t*\I 交配ではj求 ;kと充実約c 7J:~ できると金?とは，近税の!交うによって;主将 /t うけ

どJ カf ， 7JEJj足約となっ (とは， jljJμω!!:E かによ、って， とくべつノにきな与をうける ζ

とはなし、と考えてよさそうである。

4 ちなぺて， idi少したお;十目のおjX/!オぬはつぎのとおわであコアご f、
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Jf; の i!I~\!加に
文まずる減少Vf

結果 62.06 6ﾇ6 

1f求染あだりの光)J*l~'.k文 19f立 1， 5校

ヲィ= j'~ ネ1 72% 496 

1 !tlf 花あたりの成l~[!_r;卒ジ\~ 10本 1. 3〆ド

主主) *1 ・;，干形質 (J)3h ?X~係数 lと対する同tL3E宝級 (2 ミショウ Hfをiるみにした)のえ係数 0 における f九
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Effects of lnbr吃eding on Con喧タ Seed, 晶nd

Seedling Yields in Pinu8 thullbe1'fJii P ARL. 

lVlikio SAlTO (1), Mitsuo IWAKAwA(2) , and Misao VVATANABE(3l 

Suml11ary 

Cone, seed, and seedling yields following several intensities of inbreeding (half-sib crossing, 
ful1-sib crossing, full-sib crossing between se!fed progenies, and selfing of s巴!fed progenies, 
representing inbreeding coεffici色nts， F , of 0.125, 0.250, 0.625, and 0.750, respectively) wεre 

comp旦τ円ì wlth those fo!lowillg outcrossîng, 匤 Pinus thunbergii PARL. 

Seedl�g yield decre乱sed with increase of inbreeding coefficient‘ 

Cone yield percentage and number of full seed per con巳 decreased with inbreeding intenｭ

SlUes. 

。n the other hand, Ilumber of seed p巴r C011e (ful1 and empty) , gcrm匤at卲ll of full seed, 
and survival of ol1e-y日ar-s記巴dlings wεr巴 not affected by inbreeding. 

Therefore.、 it seems that the decrease 01 間ediing yield rollowing illbreeding was l11ain!y 

based 0口 the decreases of cone yield and full seed yield in this exp日ril11ent.

I干τom tho日巴 results, it may b巴 reasonabl日 to pr巴Sllllle that the intensity of .inbre巴ding

affects the development of con日立nd full seed_ After the seed development has completed, 

however, th巴 intensity of inbr巴edíng affects 1ittle the germination of full seed and the sUfvival 

of one-ye乱r-seedlings.

Estimations from the regression show th乱t 日 11 increase ()f O. 1 in the 匤breed匤g coeffic冾nt 

resulted ill a decrease of about 6 per cent 匤 C011e y冾ld percentage and about 8 p日 r cent (1. 5 

seeds) in number of full seod po1' cone, on the averagι 
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